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松
永
忠
次 

委
員
長

　
　
　
低
所
得
世
帯
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
　
今
年
度
、
低
所
得
世

帯
、
非
課
税
世
帯
へ
の
臨
時

交
付
金
７
万
円
の
交
付
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
で
は
物
価
高

騰
対
応
に
不
十
分
だ
と
い
う

こ
と
で
、
住
民
税
課
税
世
帯

の
中
で
、
均
等
割
の
み
課
税

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、

10
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
、

そ
れ
に
係
る
財
源
は
国
が
１

０
０
％
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
承
認

　
　
　
寄
附
額
の
金
額
は
い

く
ら
が
一
番
多
い
の
か
。

　
　
　
１
万
円
台
が
一
番
多

い
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
真
砂
の
お
風
呂
の
改

修
を
す
る
た
め
に
、
入
浴
料

を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

　
　
　
改
修
が
目
的
で
は
な

く
、
燃
油
高
騰
に
伴
う
日
常

的
な
経
費
の
増
加
分
に
対
応

す
る
た
め
適
正
な
価
格
で
お

願
い
し
た
い
。

　
　
　
入
浴
料
を
５
０
０
円

か
ら
７
０
０
円
に
値
上
げ
す

る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
今
回
、
大
人
の
入
浴

料
の
上
限
額
を
７
０
０
円
に

設
定
し
、
子
供
は
現
行
の
３

０
０
円
で
、
上
限
額
を
超
え

な
い
中
で
、
今
後
、
料
金
設

定
が
で
き
る
。
設
定
額
は
協

議
中
で
、
全
て
７
０
０
円
に

上
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
市
内
、
市
外
で
入
浴

料
金
の
線
引
き
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
今
の
と
こ
ろ
、
市
民

割
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、

常
時
来
ら
れ
る
方
の
こ
と
も

考
慮
し
て
、
回
数
券
や
時
間

帯
割
引
な
ど
で
対
応
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
燃
油
高
騰
対
策
の
た

め
に
料
金
を
上
げ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
上
げ

る
の
か
、
計
算
は
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
年
間
の
利
用
者
を
過

去
平
均
約
６
万
５
千
人
で
試

算
す
る
と
、
今
回
料
金
を
１

０
０
円
値
上
げ
し
た
場
合
、

約
４
７
０
万
円
の
収
入
増
に

つ
な
が
る
の
で
、
そ
の
く
ら

い
で
対
応
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

（
討
論
）

〇
反
対
討
論

　
料
金
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
で
、
は
っ
き
り
と
幾
ら
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
聞
い
て
い

な
い
し
、
地
元
の
人
に
安
い

金
額
で
と
言
わ
れ
た
け
ど
、

そ
の
回
答
も
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
、
こ
の
議
案
に
は

賛
成
し
か
ね
る
の
で
、
反
対
。

　
起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

４
・
反
対
１
）
原
案
可
決

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
防
火
水
槽
の
設
置
は
、

年
に
何
か
所
予
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
４
か
所
程
度
予
定
し

て
い
る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
は
、
ど
う
い
う
人
な
の
か
。

　
　
　
商
工
観
光
課
の
所
管

で
、
そ
う
め
ん
後
継
者
関
係

の
方
で
あ
る
。

　
　
　
西
有
家
２
分
団
詰
所

の
完
成
時
期
と
、
消
防
ポ
ン

プ
車
の
納
車
時
期
は
。

　
　
　
消
防
詰
所
の
竣
工
予

定
時
期
は
６
月
上
旬
で
、
今
、

発
注
し
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ

車
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
納
車
が
遅
れ
て

い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
地
域
産
業
雇
用
創
出

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補
助

金
は
、
ど
う
い
う
補
助
金
な

の
か
。

　
　
　
雇
用
を
条
件
と
し
て
、

事
業
を
拡
大
さ
れ
る
事
業
者

に
対
し
て
行
う
補
助
金
。

　
　
　
い
ー
と
ば
い
チ
ケ
ッ

ト
事
業
が
繰
り
越
し
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　
５
月
上
旬
を
目
安
に

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
総
務
委
員
会
に
関
す
る
５

件
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

各
項
目
に
つ
い
て
、
事
業
の

進
捗
に
合
わ
せ
て
、
表
現
の

変
更
を
行
い
報
告
す
る
よ
う

決
定
し
た
。
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質
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弁
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弁

質
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質
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質
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弁

答
弁

質
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質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
２
号
】
南
島
原

市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

【
議
案
第
３
号
】
南
島
原

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
原
城
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

【
承
認
第
１
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
令
和
５
年
度

南
島
原
市
一般
会
計
補
正

予
算（
第
９
号
））

【
議
案
第
12
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）

【
長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望
・
提
案
に
係
る
市
議

会
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
】

総
務
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
３
件
を
原
案
可
決
、
議
案
１
件
を
撤
回
内
諾

・
承
認
１
件
を
承
認

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

・
承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
７
件
を
原
案
可
決

加津佐ゲートボール場
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白
木
野
体
育
館
は
更

地
に
し
た
後
、
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
計
画
的
に
廃
止

予
定
の
場
所
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
更
地
後
は
そ
の
ま
ま

の
状
態
。
今
後
の
計
画
は
、

利
用
が
減
っ
て
い
る
北
有
馬

の
田
平
体
育
館
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　
加
津
佐
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
廃
止
後
は
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。
ま
た
、

白
木
野
体
育
館
及
び
そ
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
土
地
は
、

市
の
財
産
な
の
か
、
借
地
な

の
か
。

　
　
　
加
津
佐
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
は
、
フ
ェ
ン
ス
撤
去
後
、

松
林
の
状
態
に
戻
す
。
白
木

野
体
育
館
は
市
の
財
産
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
海
浜
地

で
あ
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
島
原
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
負
担
金
６
，
９
０

４
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
、

半
島
３
市
の
負
担
割
合
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

高
齢
化
率
が
関
係
す
る
の
か
。

　
　
　
３
市
の
負
担
割
合
は
、

島
原
市
が
32
・
９
７
％
、
雲

仙
市
が
31
・
６
％
、
南
島
原

市
が
35
・
４
３
％
で
、
南
島

原
市
が
一
番
高
い
割
合
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
割

や
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
応
じ

て
、
負
担
割
合
も
変
わ
る
。

　
　
　
生
活
保
護
費
３
千
万

円
の
減
額
理
由
は
。
ま
た
、

仕
事
に
よ
り
収
入
が
増
え
て
、

生
活
保
護
を
廃
止
に
な
る
方

は
い
る
の
か
。

　
　
　
減
額
の
理
由
は
、
生

活
保
護
受
給
者
が
年
々
減
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た

就
労
で
廃
止
に
な
る
方
は
、

令
和
５
年
度
中
は
１
件
も
な

か
っ
た
。

　
　
　
就
労
以
外
で
生
活
保

護
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
一
番
多
い
事
例
は
死

亡
や
引
取
り
扶
養
で
、
そ
の

他
に
、
少
し
ず
つ
貯
め
ら
れ

た
累
積
金
で
し
ば
ら
く
生
活

で
き
る
場
合
が
あ
る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　
税
金
の
納
付
で
、Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
の
割
合
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
本
市

が
負
担
す
る
手
数
料
は
い
く

ら
か
。

　
　
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
コ
イ
ン
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
実
績
で
１
，
６
１
７
件
、 

３
，
４
８
３
万
２
０
０
円
、

令
和
５
年
度
は
、
１
月
31
日

現
在
で
、２
，０
６
０
件
、４
，

１
６
３
万
１
，
３
０
０
円
と

な
る
。 

手
数
料
は
、
１
件
当

た
り
56
円
で
あ
る
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

　
　
　
１
月
31
日
現
在
で
、 

申
請
件
数
は
３
万
３
，
５
６

７
枚
、申
請
率
は
78・８
８
％

で
あ
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
学
力
向
上
の
た
め
の

非
常
勤
講
師
等
配
置
支
援
事

業
費
県
補
助
金
６
１
８
万
円

の
減
額
に
つ
い
て
、
実
際
に

非
常
勤
講
師
が
不
足
し
て
減

額
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
支
援
員
は
21
名
を
確

保
し
て
お
り
、
全
て
の
学
校

に
１
名
ず
つ
配
置
で
き
て
い

る
。
補
助
金
の
減
額
に
つ
い

て
は
、
実
際
予
定
し
て
い
た

県
の
補
助
金
が
少
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。

　
　
　
今
現
在
、
正
規
職
員

で
病
休
や
産
休
な
ど
に
よ
り 

人
員
が
不
足
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
小
・
中
学
校
に
お
け

る
産
休
育
休
等
の
代
替
者
の

状
況
に
つ
い
て
、
現
在
は
全

て
の
学
校
に
代
替
者
を
充
て

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
　
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
事
業
３
，
０
９
９
万
円
の

減
額
に
つ
い
て
は
、
発
掘
作

業
員
が
不
足
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
作
業
員
の
不
足
で
は

な
く
、
国
の
シ
ー
リ
ン
グ
に

よ
り
補
助
金
が
少
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
に
関
係

す
る
４
件
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
そ
の
う
ち
、
医
師
の

確
保
と
地
域
に
お
け
る
医
療

機
関
偏
在
の
是
正
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
意
見
を
出
し
、

あ
る
程
度
の
返
答
が
あ
っ
た

の
で
今
回
は
取
り
下
げ
る
が
、

市
内
で
開
業
医
の
閉
院
が
続

き
、
地
域
の
医
師
確
保
が
難

し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
類

似
の
要
望
を
提
案
す
る
と
い

う
こ
と
で
決
定
し
た
。

〈
そ
の
他
の
案
件
〉
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【
議
案
第
12
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）

【
長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望
・
提
案
に
係
る
市
議

会
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
】

【
議
案
第
９
号
】
南
島
原

市
社
会
体
育
施
設
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

【
議
案
第
13
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

【
議
案
第
14
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

【
議
案
第
16
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
17
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

【
承
認
第
１
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度

南
島
原
市
一般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
））

【
議
案
第
４
号
】
南
島
原

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て


